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研究成果の概要（和文）：本研究では、述べ 1,505 名の地域在住高齢者、重複（継続）調査者を

除くと 754 名の転倒調査、身体・認知・精神心理機能検査を実施した。本研究を通して、多理

論統合モデルの構成概念である行動変化ステージに合わせて、個別的転倒予防プログラムを実

施することで転倒予防効果が認められた。さらに、調査に参加した高齢者の健康に対する意識

が高まり、転倒予防を含めた健康維持を目的とした運動を習慣的に実施している高齢者が増加

した。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, we performed a survey on falling and physical ∙ 

cognitive ∙ mental function tests in a total of 1,505 community-living elderly people 

[754 after excluding duplicated (continuing) participants]. Through this study, an 

individual program for the prevention of falling was implemented according to the stage 

of behavior change as a construct of the transtheoretical model, and its preventive 

effects on falling were observed. In addition, health awareness among the elderly people 

who participated in this survey increased, which increased the number of elderly 

participants who habitually exercise for the maintenance of health including the 

prevention of falling. 

 

交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000 

2008 年度 3,300,000 990,000 4,290,000 

2009 年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

2010 年度 1,700,000 510,000  2,210,000 

  年度  

総 計 13,700,000 4,110,000 17,810,000 

 
研究分野：老年看護学、健康心理学 
科研費の分科・細目：看護学・地域・老年看護学 
キーワード：在宅高齢者、転倒予防、身体機能、認知機能、心理機能、ランダム化比較試験 
 
１．研究開始当初の背景 

高齢者人口の飛躍的な増加にともない、加

齢に由来するさまざまな問題（病気の増加、

これに伴う医療費の高騰，介護負担，高齢者

の生きがい問題など）の解決が社会のいろい

ろな場面で求められている。これら拡大する

ニーズに応えるために、老年看護学では研究

者の関心だけに依拠した研究資料の収集や

仮説検証型の研究だけでなく、研究対象と直

接かかわりながら、しかも援助を第一の目的

とする実践を通した研究が行われている。し

かしながら、高齢者とりわけ在宅高齢者の転
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倒予防に関する介入のポテンシャルはかな

り高いにもかかわらず、我が国ではまだ十分

にその具体的な取り組みや有効性が認知さ

れているとは言い難い。実践性と実証性の統

合という学問としての責任を果たすために、

老年看護学に課せられた期待は大きい。欧米

ではエビデンス・ベースト・メディスン（EBM）

の影響を受けて、看護領域でも介入に関する

正しい情報と技法を選別し、ランダム化比較

試験(RCT)によって効果が証明された技法の

みを活用することが常識となっている。 

 

２．研究の目的 

(1)効果的な集団的転倒予防プログラムの検

証：①研究1：身体機能、精神・認知・心理機

能を客観的に評価し、在宅高齢者の転倒発生

要因を１年毎の前向き研究法などによって明

らかにする。②研究2：研究1によって得られ

た結果から転倒予防プログラムを立案すると

ともに、先行研究で示されている転倒予防プ

ログラムをランダム化比較試験によって、ど

の介入方法が転倒予防に効果的であるのか

を検証する。 

(2)個別最適化した転倒予防プログラムの構

築：③研究3：研究2によって転倒予防に効果

が認められた介入方法について、その継続性

と転倒予防との関連について３年間フォロ

ーアップし、１年毎に比較検討する。④研究

4：新たに募集した対象高齢者に対して、転

倒予防プログラムの実施に対する参加者の

準備状態に応じて、彼らの行動変化ステージ

に即した継続性のある個別最適化プログラ

ムを開発する。 

 
３．研究の方法 
(1)効果的な集団的転倒予防プログラムの検 

証：ベースライン調査（年齢、教育歴、転倒 

歴、ADL評価、活動能力、認知機能検査、注意 

機能検査、精神的健康度、文部科学省体力・ 

運動能力高齢者用調査項目（握力、上体起こ 

し、長座体前屈、開眼片足立ち保持時間、10m 

障害物歩行、６分間歩行）、下肢筋力評価（大 

腿四頭筋筋力と足把持力）、重心動揺の測定） 

によって得られた結果から転倒予防プログラ 

ムを立案する。そのプログラムの介入効果を

ランダム化比較試験により検証する。 

(2)個別最適化した転倒予防プログラムの構

築：転倒予防に効果が認められた集団的介入

方法から、とくに自宅でも簡単に行える転倒

予防プログラム（個別的転倒予防プログラ

ム）を作成し、そのプログラムの転倒予防効

果を検証する。さらに、行動変化ステージと

個別的転倒予防プログラムの関連分析から、

行動変化ステージに即した継続性のある個

別最適化プログラムを作成し、新たに募集し

た高齢者を対象にその個別最適化プログラ

ムの有用性を検討する。 

 
４．研究成果 
本年度までに実施した高齢者の転倒調査、

身体・認知・精神心理機能検査を行えた高齢

者数は述べ1,505名、重複（継続）調査者を除

くと754名の調査が行えた。これは対象地域（

福岡県福智町方城地区）の高齢者（2,040名）

の3分の1を超える。研究1および研究2につい

ては、平成19・20年度を中心に、研究3および

研究4については21・22年度を中心に実施して

きた。 
平成19年度のベースライン調査が行えた 

高齢者330名のうち、150名の高齢者を対象に

3ヵ月間のウォーキングと太極拳の介入効果

をランダム化比較試験によって検討した（効

果判定は20年度に実施）。ウォーキング介入

の参加率は80％以上であり、太極拳は約90％

の対象者が3ヶ月間継続でき、ともに良好な

参加率を示した。ウォーキング実施群、太極

拳実施群、統制群について転倒予防効果を分

析すると、ウォーキング実施群の転倒者数に

減少傾向は認められたが、統計学的有意差は

認められなかった。ただし、身体・認知・精

神心理機能について二元配置分散分析によ

り検討した結果、ウォーキングを実施するこ

とによる健康増進効果（下肢筋力や歩行能力

などの身体機能ならびに主観的健康感や生

活満足度などの精神心理機能が改善）が認め

られた（表１）。 

介入前 介入後 介入前 介入後

体重（kg） 54.9±6.5 55.0±6.5 53.8±7.5 53.1±7.4

身体機能評価

握力（kg） 24.9±6.8 25.4±7.2 23.1±6.8 23.0±6.9

大腿四頭筋筋力（kg） 22.0±7.6 23.0±7.7 22.4±7.4 22.1±7.6

長座体前屈距離（cm） 35.4±8.4 32.7±10.4 34.2±5.3 32.8±4.8

片足立ち保持時間（sec） 37.9±37.2 39.1±39.0 34.7±28.8 34.2±32.6

最大歩行速度（m/sec） 1.6±0.3 1.7±0.4 1.6±0.2 1.6±0.3

10m障害物歩行時間（sec） 8.4±3.2 8.3±2.5 8.0±1.1 8.2±1.7

6分間歩行距離（m） 409.0±76.2 425.5±91.0 * 418.0±55.0 410.7±81.6

活動能力指標（点） 11.7±1.8 11.7±1.5 11.6±2.0 11.1±2.4

認知機能評価

MMSE（点） 28.1±2.8 27.9±3.0 27.0±3.6 26.6±3.5

心理機能評価

主観的健康感（点） 57.6±21.1 66.4±24.0 * 57.8±15.3 53.3±13.7

生活満足度（点） 60.0±19.3 76.5±23.4 ** 63.6±16.4 61.2±22.4

生きがい感（点） 66.3±27.3 76.6±27.0 * 63.2±17.2 65.5±25.2

人間関係の満足度（点） 72.4±19.6 74.3±17.4 74.3±19.3 75.1±21.6

注）1)測定値は平均±標準偏差で示した　

　　2)対応のないｔ検定、**p<0.01　*p<0.05

　　3)MMSE：Mini-Mental State Examination

　　4)心理機能評価は4項目ともVisual Analogue Scaleで評価し、得点が高いほど良好な状態を示す（得点範囲：0～100）

介入群 コントロール群

表1　介入群とコントロール群における各測定値の変化



 

 

  20年度には365名、21年度には317名の高齢

者に対して調査を実施した。後期高齢者は、

前期高齢者に比べて転倒者の割合が多い（後

期高齢者31%：前期高齢者13%）。そこで、前

期高齢者の身体・認知・精神心理機能を100%

にした場合に、後期高齢者のそれぞれの機能

を比較した（図1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 前期高齢者と後期高齢者の身体・認知・ 

精神心理機能の比較 

 

後期高齢者の上下肢筋力や歩行能力は、前

期高齢者の 80%程度が保たれているが、片足

立ちで立てる時間は 40%と著しく低下して

いた。高齢者の片足立ち保持時間と転倒との

関連は先行研究で繰り返し報告されており、

片足立ち保持時間が短いほど転倒リスクが

高まることは明らかである。本研究でも同様

の結果が示された。 
 次に、前期高齢者と後期高齢者における運

動習慣の有無と身体・認知・精神心理機能を

比較検討した。前期・後期高齢者別に性と年

齢を調整した共分散分析で比較した結果、前

期高齢者では運動習慣有り群が無し群に比

べ、下肢筋力や歩行能力などの身体機能、知

的機能や注意機能などの認知機能が有意に

良好な値を示した。ただし、握力や活動能力、

および心理機能には有意差は認められなか

った（表２）。 

 一方、後期高齢者では身体機能や認知機能

のみならず、心理機能にも有意差が認めら

れ、運動習慣有り群が無し群より有意に高値

を示した（表３）。これらの知見から、高齢

者が運動を定期的に行うことは、高齢者の健

康増進に有効であることが示された。とく

に、その効果は後期高齢者で著明に認めら

れ、下肢筋力や歩行能力などの身体機能、お

よび注意機能の老化抑制効果が期待でき、転

倒予防につながる可能性が示された。さらに

は、認知症の発現を抑制する効果や精神的健

康状態を高める作用も期待できることから、

高齢者の効果的な介護予防の手段として期

待される。 

 

運動習慣有り群 無し群

身体機能評価

握力（kg） 25.6±6.3 24.8±6.7 ns

大腿四頭筋筋力（kg） 24.0±6.8 21.1±6.8 *

足把持力（kg） 8.0±2.6 6.9±2.8 *

長座体前屈距離（cm） 32.5±7.7 32.5±7.6 ns

歩行速度（m/sec） 1.7±0.3 1.5±0.5 *

6分間歩行距離 423.4±77.9 385.6±82.3 *

認知機能評価

MMSE（点） 28.4±2.1 27.1±3.5 *

TMT-B（sec） 182.4±74.0 214.6±74.1 *

心理機能評価

主観的健康感（点） 60.6±20.8 55.4±22.1 ns

生活満足感（点） 67.8±20.4 62.6±20.6 ns

生きがい感（点） 68.2±22.4 67.1±19.0 ns

人間関係の満足度（点） 72.6±18.9 70.6±22.1 ns

　平均±標準偏差，性と年齢を調整した共分散分析,  **p <0.01,　*p <0.05

表2　前期高齢者の比較

 
 

運動習慣有り群 無し群

身体機能評価

握力（kg） 22.3±4.8 19.4±5.5 *

大腿四頭筋筋力（kg） 20.1±6.3 16.3±6.4 **

足把持力（kg） 6.4±2.3 5.0±2.7 *

長座体前屈距離（cm） 32.9±8.0 32.2±9.5 ns

歩行速度（m/sec） 1.5±0.3 1.3±0.4 **

6分間歩行距離 369.1±77.2 311.8±131.5 *

認知機能評価

MMSE（点） 27.2±2.9 25.7±3.4 *

TMT-B（sec） 211.2±86.7 249.7±68.1 *

心理機能評価

主観的健康感（点） 63.2±20.1 51.8±21.2 *

生活満足感（点） 80.6±15.4 60.3±22.5 **

生きがい感（点） 75.5±20.2 64.7±22.1 *

人間関係の満足度（点） 85.1±14.9 72.4±24.5 **

　平均±標準偏差，性と年齢を調整した共分散分析,  **p <0.01,　*p <0.05

表3　後期高齢者の比較

 
22年度には314名の高齢者に対して調査を

実施した。転倒予防を含めた健康増進のため

に、定期的な運動（トランスセオレティカル

モデルの構成概念である行動変化ステージの

実行期と維持期）を行っている高齢者は、研

究開始当初（平成19年）では40％程度であっ

たが、平成22年度には60%を超えた（図２）。

運動習慣に関する全国調査（厚生労働省；国

民健康・栄養調査，2009）によると、高齢者
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で運動習慣のある者の割合は、男女ともに40%

を下回っている。このことからも、本研究の

対象地域の転倒予防に対する意識が高いこと

がわかる。 

 

 
      図２ 運動の実施状況 

 

 また、平成22年度には自宅でも簡単に行え

る転倒予防プログラム（個別的転倒予防プロ

グラム）を作成し、そのプログラムの転倒予

防効果を検証した。トランスセオレティカル

モデルの構成概念であるステージアルゴリズ

ム尺度にあわせて、対象高齢者にウォーキン

グ、各種健康体操、バランストレーニングな

どの介入を実施した結果、過去1年間に転倒を

経験した高齢者は18%（過去3年間の転倒率は

22～24%）であり、調査を開始後初めて20%
を割った。統計学的には有意差は認められな

いが、個別的転倒予防プログラムの介入効果

がある程度は認められたと考えられる。また

行動変化のステージは有意に高まり、運動を

継続している高齢者の割合が増加している。 

 本研究の対象地域の転倒予防に対する意識

は高く、本研究における社会的意義は大きか

ったと考えられる。なお、本研究の助成対象

期間は終了したが、福智町役場と社会福祉協

議会の支援を受け、次年度以降も転倒予防に

向けた事業が継続されることとなった。短期

間では、高齢者の著明な転倒予防効果は認め

られなかったが、今後も継続調査を行い長期

間での介入効果を期待している。    
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